
電話通訳センターを介した三者間同時通訳
～119番多言語対応の紹介～

令和３年９月
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導入している 2021年度までに

導入予定

2022年度以降に

導入予定

導入消防本部数

本部数 導入率

火災 救急 救助 その他 合計

2020年
(1/1～12/31)

38 1,694 9 588 2,329

2021年
(1/1～5/31)

13 519 4 247 783

使用実績

（令和３年６月１日現在）

○ 導入消防本部では、５言語（英語、中国語、韓国語、
スペイン語、ポルトガル語）について、24時間対応可能
としていることが多い。

○ その他の言語
※
を導入している場合は、時間指定を

していることがある。

※ タイ語、ベトナム語、タガログ語、インドネシア語、

ネﾊﾟール語、ドイツ語、フランス語、イタリア語、ロシア語、
マレー語、ミャンマー語、クメール語等

電話通訳センターを介した三者間同時通訳の導入状況調査結果

（件）

（本部）

（本部）

（言語）

主な対応言語と対応時間

（導入率）

導入済みの６４７消防本部



電話通訳センターを介した三者間同時通訳の導入状況 ※令和３年６月１日現在

※ 2021年度末導入予定（累計） 660消防本部 91.2％

都道府県
導入済み 2021年度までに導入予定

消防本部数 導入本部数 導入率 導入本部数 導入率

北海道 58 37 63.8% 43 74.1%
青森県 11 11 100.0% 11 100.0%
岩手県 12 12 100.0% 12 100.0%
宮城県 11 11 100.0% 11 100.0%
秋田県 13 13 100.0% 13 100.0%
山形県 12 12 100.0% 12 100.0%
福島県 12 11 91.7% 11 91.7%
茨城県 24 24 100.0% 24 100.0%
栃木県 12 11 91.7% 12 100.0%
群馬県 11 11 100.0% 11 100.0%
埼玉県 27 27 100.0% 27 100.0%
千葉県 31 31 100.0% 31 100.0%
東京都 5 2 40.0% 2 40.0%

神奈川県 24 24 100.0% 24 100.0%
新潟県 19 9 47.4% 9 47.4%
富山県 7 6 85.7% 6 85.7%
石川県 11 11 100.0% 11 100.0%
福井県 9 8 88.9% 8 88.9%
山梨県 10 10 100.0% 10 100.0%
長野県 13 13 100.0% 13 100.0%
岐阜県 20 20 100.0% 20 100.0%
静岡県 16 16 100.0% 16 100.0%
愛知県 34 34 100.0% 34 100.0%
三重県 15 10 66.7% 11 73.3%
滋賀県 7 7 100.0% 7 100.0%
京都府 15 14 93.3% 15 100.0%
大阪府 26 26 100.0% 26 100.0%
兵庫県 24 22 91.7% 22 91.7%
奈良県 3 3 100.0% 3 100.0%

和歌山県 17 17 100.0% 17 100.0%
鳥取県 3 3 100.0% 3 100.0%
島根県 9 8 88.9% 9 100.0%

全消長会 導入済み 2021年度までに導入予定

ブロック 消防本部数 導入本部数 導入率 導入本部数 導入率

北海道 58 37 63.8% 43 74.1%
東北 90 79 87.8% 79 87.8%
関東 173 169 97.7% 170 98.3%
東海 69 64 92.8% 65 94.2%
東近畿 69 66 95.7% 67 97.1%
近畿 50 48 96.0% 48 96.0%
中国 51 49 96.1% 50 98.0%
四国 51 38 74.5% 39 76.5%
九州 113 97 85.8% 99 87.6%
全国 724 647 89.4% 660 91.2%

都道府県
導入済み 2021年度までに導入予定

消防本部数 導入本部数 導入率 導入本部数 導入率

岡山県 14 13 92.9% 13 92.9%
広島県 13 13 100.0% 13 100.0%
山口県 12 12 100.0% 12 100.0%
徳島県 13 7 53.8% 8 61.5%
香川県 9 9 100.0% 9 100.0%
愛媛県 14 7 50.0% 7 50.0%
高知県 15 15 100.0% 15 100.0%
福岡県 24 23 95.8% 23 95.8%
佐賀県 5 5 100.0% 5 100.0%
長崎県 10 7 70.0% 7 70.0%
熊本県 12 5 41.7% 6 50.0%
大分県 14 14 100.0% 14 100.0%
宮崎県 10 10 100.0% 10 100.0%

鹿児島県 20 15 75.0% 16 80.0%
沖縄県 18 18 100.0% 18 100.0%
全体 724 647 89.4% 660 91.2%



Ｖ

三者間同時通訳の流れ

１１９番通報時

外国人通報者

②転送
外国語通訳依頼
（日本語）

消防本部指令員

三者間通話

①１１９番通報
（外国語）

③通話内容伝達・確認
（外国語）

電話通訳センター
（民間事業所）

④通話内容伝達・確認
（日本語）

Ｖ

現場対応時

電話通訳センター
（民間事業所）

消防隊員外国人

外国語 日本語

電話機を交互に受け渡し

通訳依頼

○ 都道府県単位で、複数の消防本部が共同で
導入する方法や既に都道府県等が契約して
いる電話通訳センターを利用することを推奨

○ 平成29年度から、導入に関する経費について
普通交付税の単位費用に算入
（常備消防費 ３４７千円（令和３年度））

外国人からの１１９番通報時及び外国人のいる 救急現場での活動時等において、電話通訳センターを介して、主要な言語
において、24時間365日、 迅速かつ的確に対応する

導入の促進

電話通訳センターを介した三者間同時通訳による１１９番多言語対応の導入

平成29年6月 平成30年6月 令和元年6月 令和２年6月 令和３年6月

161本部導入
（732本部中）

279本部導入
（728本部中）

437本部導入
（726本部中）

604本部導入
（726本部中）

647本部導入
（724本部中）

導入率約22％ 導入率約38％ 導入率約60％ 導入率約83％ 導入率約89％
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